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研究成果の概要（和文）：東南極を中心に現場観測や衛星データ解析、アイスコアの分析を行い、現在から氷期
－間氷期スケールまでの南極氷床変動や、南極と全球気候の関係等を解明した。棚氷の熱水掘削による観測や、
広域の表面質量収支、基盤・表面地形等の観測が成功し、ドームふじアイスコアによる年代制約と古環境復元な
どの成果を得た。氷床末端でのダイナミクスや、氷床質量と気候変動の関連の理解が進んだ上、他班との連携に
よる南極氷床の実態と変動の解明や気候モデル検証への寄与なども着実に進捗した。

研究成果の概要（英文）：Field observations, satellite data analysis, and ice core analyses have been
 conducted, primarily focusing on East Antarctica. Through these efforts, the dynamics of the 
Antarctic ice sheet and its relationship with global climate have been elucidated, spanning from the
 present to glacial-interglacial scales. Successful data acquisitions have been made through 
hot-water drilling in ice shelves, and the observations of surface mass balance, bedrock topography 
and surface topography. The achievements also include age constraints and paleoenvironmental 
reconstructions using the Dome Fuji ice core. Advances have been made in understanding of dynamics 
at the marine-terminating ice sheet and the relationship between ice sheet mass and climate change. 
Furthermore, collaboration with other research groups has contributed to the understanding of the 
status and changes of the Antarctic ice sheet as well as validating numerical models.

研究分野： 古気候学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　棚氷の熱水掘削による観測や、広域の表面質量収支、基盤・表面地形等の観測が成功し、過去の復元では、ド
ームふじアイスコアによる年代制約と古環境復元や、地形地質調査・試料解析による過去数万年間の氷床変動の
規模とタイミングの制約など、学術的意義の大きい成果を得た。氷床質量と気候変動の関連の理解が進んだ上、
他班との連携による南極氷床の実態と変動の解明や気候モデル検証への寄与なども進捗した。棚氷融解過程や過
去の気候変動の理解は、今後の予測精度を高め、南極環境に対する気候影響の緩和や対応などの検討や、人々の
意識の変化につながり得るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
南極氷床は、海水準で約 60 m に相当する最大の淡水リザーバであり、その気候変化に対する応

答の量と速度は、科学的・社会的に重大な関心事となっている（IPCC 評価報告書）。南極氷床

と気候の変動には様々な時間スケールでの相互作用が関わる。南極氷床の質量損失には、氷河末

端の崩落や氷山分離、氷床から海に張り出した氷（棚氷）の下に流れ込む暖水による底面融解、

それらによる氷流加速が重要である。そのため、棚氷底面融解の定量化や暖水貫入プロセスの解

明が急務だが、氷の下の観測は困難であり研究が進んでいない。棚氷に穴を開けて氷上から海中

を観測した実績があるが、この手法のみでは調査範囲が限定される。そのため、多点の掘削に加

えて水中探査機によって海氷下の海洋を広範囲に観測する必要がある。温暖化には降雪を増加

させる効果もあり、東南極の一部で氷床質量が増加傾向にあるのはそのためであると推察され

る。しかし、広大な面積を持つ東南極における表面質量収支の推定誤差は大きく、南極氷床全体

としての質量の増減については近年激しい論争が起こっている。そのため、温暖化による氷床変

動のタイミングと速度を予測する上で、表面質量収支の時空間変動の理解が不可欠である。過去

を振り返ると、約 12.5 万年前の最終間氷期には、南極氷床が縮小して海面を数 m 上昇させたと

考えられているが、その原因の解明や氷床モデルによる再現は成功しておらず、将来予測にとっ

て重大な懸念となっている。また、南大洋は、全球エネルギー収支を左右する莫大な熱のリザー

バであり、CO2 の最大のリザーバでもある。南極氷床コアから、氷期-間氷期サイクルにおける

海水準と南極気温、CO2 濃度変動の同期性が示されているが、メカニズムは数十年来の謎であ

る。その解明には、過去の南極環境を高い時間分解能で復元し、正確な年代を与えた上で解析す

る必要がある。 
 
２．研究の目的 
 下記の点に的を絞り、南極氷床と気候の変動及び相互作用に関して研究する（下図を参照）。 
（１）長期気候と氷床の相互作用。第２期ドームふじ氷床コアの気体や水同位体、不純物等を分

析し、最終間氷期から現在に至る大気組成と気候変動を復元する。また、特に現在より暖かい「ス

ーパー間氷期」に着目し、ドームふじコア分析から古気候変動を復元する。これらを地球システ

ムモデルに提供し、気候・氷床の変動と相互作用を解明する。また、氷床コア分析から過去 1000
年以上の涵養量等の環境データを取得し、気候強制力との関連を明らかにする。 
（２）氷床末端と海洋の相互作用。氷床縁辺部の総合観測と衛星・既存データの解析により、氷

床表面の質量収支と流動、棚氷・海洋相互作用の理解を進める。氷床と棚氷上での雪氷観測や、

掘削孔からの棚氷下観測などから、棚氷の底面融解や海水の物理化学特性、海洋循環等を把握し、

測器の長期稼働により棚氷下環境の季節変化や年々変動を把握する。 

 
３．研究の方法 
平成 29 年度：分析手法や測器の開発と改良を実施するとともに、気候シグナルや気体の氷床へ

の記録過程の理解を進めるほか、ドームふじコアの解析を開始する。また、ラングホブデ氷河と

棚氷の観測を実施する。 
平成 30 年度以降：長期気候データの確立のため、ドームふじ氷床コアを分析し、特に最終間氷

期以降や約 40 万年前の「スーパー間氷期」など研究の狙いを定めてデータを取得する。100 万

本研究の対象領域と主な環境要素。枠内

に主な観測・実施項目を示す。 
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年スケールにおいては、海底コアのデータから CO2 濃度を復元する。気候モデルの計算結果や

多地域の古環境データと比較することを通じて、気候・氷床の変動と相互作用の理解やモデルの

検証を進める。南極内陸のレーダー探査や雪尺観測等の雪氷調査から現在の氷床における涵養

や流動に関する知見を得る。また、昭和基地近傍での氷河氷床と海洋の観測により、表面質量収

支や氷床流動、棚氷底面融解、海水の物理化学特性、海洋循環の把握、生物・地質の海底調査、

海底堆積物採取等を実施する。測器を長期稼働して氷床表面と棚氷下環境の季節変化や年々変

動も把握する。さらに衛星データなどから氷床表面標高や氷河流動速度、棚氷末端位置、海氷密

接度等を過去数十年にわたって明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) アイスコアによる古気候研究（A04 モデル班、B03 公募連携） 

 ドームふじアイスコアの酸素・水素同位体比の解析による 72 万年間にわたる南極の気温と南

大洋中緯度の海面水温の復元や、両極間の大気と海洋を通じた気候リンクの解明、希ガス濃度

による最終退氷期の全球平均海水温復元と南極の気温変動との調和性の解明、エアロゾルとダ

ストの供給源や大気輸送の解明、最終氷期最寒期の地表気温と氷床高度の推定値の刷新と気候

モデルの妥当性の証明など、多様な成果を得た。 

 

 

72 万年間の南極の気温と南⼤洋の温度 (Uemura et al., 2018) 

南極の 2 地点のアイスコアから得られたダスト⾶来量と、シミュレーション結果との⽐較(Oyabu et al., 2020) 



 

(2) アイスコア年代構築と海底コアとの年代統合（A01-2 古海洋班、B03 公募連携） 

 酸素／窒素比とメタン濃度などの気体成分分析から、スーパー間氷期を含む 17 万年前間の年

代精度を大幅に向上させた。また、メタン濃度とダストの連続データ取得（この時代の深層コア

として世界初）や、古海洋班との連携によるダストデータを用いた年代統合など、年代構築と対

比に関する成果が得られた。 
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硫⻩同位体⽐の解析による氷期の硫酸エアロゾル起源の解明（南⽶アタカマ砂漠の寄与）
（Uemrua et al., 2021） 



(3) 広域の表面質量収支と氷床基盤地形（B01 公募、A04 モデル班、A02-2 固体地球班連携） 

 東南極氷床の表面質量収支と表面形状、基盤地形の広域調査を実施し、過去に取得されたデー

タと合わせて解析した。今後長期にわたる氷床動態把握に必須であり、質量変動メカニズムに関

する分野間連携研究に資する世界最長データとして整備した。その結果、東南極で質量が増加し

ている地域においては、1990 年以降の表面質量収支が沿岸から内陸までの広域で、有意に増加

傾向にあることを明らかにした。 

 

(4) ラングホブデ氷河の熱水掘削による氷床−海洋相互作用の観測研究（A01-1 底層水班、A02-
2 固体地球班、A01-3 生態系班連携） 

 熱水掘削孔から棚氷内部や底面、氷下の海洋を観測し、海洋の暖水が棚氷の下に浸入して氷を

大量に融解し、融解水と混合しながら表面に浮き上がって出ていく様相や、氷河流出速度との関

係などを解明した。 
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ラングホブデ氷河下の暖⽔移流と融解過程 (Minowa et al., 2021) 
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 ４．巻
Buizert Christoほか 372

 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.5194/tc-16-2947-2022

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Gas isotope thermometry in the South Pole and Dome Fuji ice cores provides evidence for
seasonal rectification of ice core gas records

The Cryosphere 2947～2966

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Morgan Jacob D.、Buizert Christo、Fudge Tyler J.、Kawamura Kenji、Severinghaus Jeffrey P.、
Trudinger Cathy M.

16
 １．著者名

10.5194/tc-16-2301-2022

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Chronostratigraphy of the Larsen blue-ice area in northern Victoria Land, East Antarctica, and
its implications for paleoclimate

The Cryosphere 2301～2324

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Lee Giyoon、Ahn Jinho、Ju Hyeontae、Ritterbusch Florian、Oyabu Ikumi、Buizert Christo、Kim
Songyi、Moon Jangil、Ghosh Sambit、Kawamura Kenji、Lu Zheng-Tian、Hong Sangbum、Han Chang Hee、
Hur Soon Do、Jiang Wei、Yang Guo-Min

16

10.1016/j.quascirev.2022.107508

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dust correlation and oxygen isotope stratigraphy in the Southern Ocean over the last 450 kyrs:
An Indian sector perspective

Quaternary Science Reviews 107508～107508

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Matsui Hiroki、Ikehara Minoru、Suganuma Yusuke、Seki Osamu、Oyabu Ikumi、Kawamura Kenji 286

 １．著者名

10.5194/acp-22-6899-2022

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Towards reconstructing the Arctic atmospheric methane history over the 20th century:
measurement and modelling results for the North Greenland Ice Core Project firn

Atmospheric Chemistry and Physics 6899～6917

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Umezawa Taku、Sugawara Satoshi、Kawamura Kenji、Oyabu Ikumi、Andrews Stephen J.、Saito Takuya、
Aoki Shuji、Nakazawa Takakiyo

22
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1038/s43247-021-00227-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Global change on the Blue Planet

Communications Earth &amp; Environment -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Bourbonnais Annie、Ho Sze Ling、Kinnard Christophe、Lenaerts Jan T. M.、Sugiyama Shin、Altabet
Mark

2
 １．著者名

10.1016/j.nimb.2022.10.018

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Spatial variations of 10Be in surface snow along the inland traverse route of Japanese
Antarctic Research Expeditions

Nuclear Instruments and Methods in Physics Research Section B: Beam Interactions with Materials
and Atoms

61～65

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Horiuchi Kazuho、Kato Shinji、Ohtani Kou、Kurita Naoyuki、Tsutaki Shun、Nakazawa Fumio、
Motoyama Hideaki、Kawamura Kenji、Tazoe Hirofumi、Akata Naofumi、Yamagata Takeyasu、Matsuzaki
Hiroyuki

533

10.1016/j.quascirev.2022.107754

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Dome Fuji ice core DF2021 chronology (0-207 kyr BP)

Quaternary Science Reviews 107754～107754

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Oyabu Ikumi、Kawamura Kenji、Buizert Christo、Parrenin Frederic、Orsi Anais、Kitamura Kyotaro、
Aoki Shuji、Nakazawa Takakiyo

294
 １．著者名

10.5194/tc-16-2967-2022

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
High-resolution subglacial topography around Dome Fuji, Antarctica, based on ground-based radar
surveys over 30 years

The Cryosphere 2967～2983

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Tsutaki Shun、Fujita Shuji、Kawamura Kenji、Abe-Ouchi Ayako、Fukui Kotaro、Motoyama Hideaki、
Hoshina Yu、Nakazawa Fumio、Obase Takashi、Ohno Hiroshi、Oyabu Ikumi、Saito Fuyuki、Sugiura
Konosuke、Suzuki Toshitaka

16



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.5194/tc-14-4021-2020

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Mobile, Multichannel, UWB Radar for Potential Ice Core Drill Site Identification in East
Antarctica: Development and First Results

IEEE Journal of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing 4836～4847

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Rodriguez-Morales Fernando、Braaten David、Trong Mai Hoang、Paden John、Gogineni Prasad、Yan
Jie-Bang、Abe-Ouchi Ayako、Fujita Shuji、Kawamura Kenji、Tsutaki Shun、Van Liefferinge Brice、
Matsuoka Kenichi、Steinhage Daniel

13

10.1017/aog.2020.84

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Geothermal heat flux from measured temperature profiles in deep ice boreholes in Antarctica

The Cryosphere 4021～4037

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Talalay Pavel、Li Yazhou、Augustin Laurent、Clow Gary D.、Hong Jialin、Lefebvre Eric、Markov
Alexey、Motoyama Hideaki、Ritz Catherine

14
 １．著者名

10.5194/amt-13-6703-2020

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Deep ice core drilling to a depth of 3035.22 m at Dome Fuji, Antarctica in 2001-07

Annals of Glaciology 212～222

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Motoyama Hideaki、Takahashi Akiyoshi、Tanaka Yoichi、Shinbori Kunio、Miyahara Morihiro、
Yoshimoto Takayasu、Fujii Yoshiyuki、Furusaki Atsushi、Azuma Nobuhiko、Ozawa Yukio、Kobayashi
Akio、Yoshise Yasushi

62

10.5194/amt-13-6703-2020

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
New technique for high-precision, simultaneous measurements of CH4, N2O and CO2 concentrations;
isotopic and elemental ratios of N2, O2 and Ar; and total air content in ice cores by wet
extraction

Atmospheric Measurement Techniques 6703～6731

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Oyabu Ikumi、Kawamura Kenji、Kitamura Kyotaro、Dallmayr Remi、Kitamura Akihiro、Sawada
Chikako、Severinghaus Jeffrey P.、Beaudette Ross、Orsi Anais、Sugawara Satoshi、Ishidoya
Shigeyuki、Dahl-Jensen Dorthe、Goto-Azuma Kumiko、Aoki Shuji、Nakazawa Takakiyo
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2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.5194/os-16-545-2020

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Impacts of meltwater discharge from marine-terminating glaciers on the protist community in
Inglefield Bredning, northwestern Greenland

Marine Ecology Progress Series 55～65

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Matsuno K、Kanna N、Sugiyama S、Yamaguchi A、Yang EJ 642

 １．著者名

10.1017/S003224742000011X

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Vertical distribution of water mass properties under the influence of subglacial discharge in
Bowdoin Fjord, northwestern Greenland

Ocean Science 545～564

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ohashi Yoshihiko、Aoki Shigeru、Matsumura Yoshimasa、Sugiyama Shin、Kanna Naoya、Sakakibara
Daiki

16
 １．著者名

10.5194/essd-12-2811-2020

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Through the Japanese field research in Greenland: A changing natural environment and its impact
on human society

Polar Record -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Sugiyama Shin 56

 １．著者名

10.1109/JSTARS.2020.3016287

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Greenland liquid water discharge from 1958 through 2019

Earth System Science Data 2811～2841

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Mankoff Kenneth D.、Noel Brice、Fettweis Xavier、Ahlstrom Andreas P.、Colgan William、Kondo
Ken、Langley Kirsty、Sugiyama Shin、van As Dirk、Fausto Robert S.
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 １．著者名



2020年

2020年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1038/s43247-021-00132-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Frontal ablation and mass loss of the Patagonian icefields

Earth and Planetary Science Letters 116811～116811

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Minowa Masahiro、Schaefer Marius、Sugiyama Shin、Sakakibara Daiki、Skvarca Pedro 561

 １．著者名

10.1029/2020GB006567

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Co-seismic eruption and intermittent turbulence of a subglacial discharge plume revealed by
continuous subsurface observations in Greenland

Communications Earth & Environment -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Podolskiy Evgeny A.、Kanna Naoya、Sugiyama Shin 2

 １．著者名

10.1029/2020JC016116

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Iron Supply by Subglacial Discharge Into a Fjord Near the Front of a Marine‐Terminating
Glacier in Northwestern Greenland

Global Biogeochemical Cycles -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Kanna Naoya、Sugiyama Shin、Fukamachi Yasushi、Nomura Daiki、Nishioka Jun 34

 １．著者名

10.3354/meps13324

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Soundscape of a Narwhal Summering Ground in a Glacier Fjord (Inglefield Bredning, Greenland)

Journal of Geophysical Research: Oceans -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Podolskiy Evgeny A.、Sugiyama Shin 125

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.5331/seppyo.83.1_27

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
氷床表面質量収支の実態とそのモデリングの試み： 2020年夏最新版

雪氷 27～50

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
庭野匡思、青木輝夫、橋本明弘、大島長、梶野瑞王、大沼友貴彦、藤田耕史、山口悟、島田利元、竹内
望、津滝俊、本山秀明、石井正好、杉山慎、平沢尚彦、阿部彩子

83
 １．著者名

10.5194/tc-15-485-2021

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Changes in the Ice-Front Position and Surface Elevation of Glaciar Pio XI, an Advancing Calving
Glacier in the Southern Patagonia Icefield, From 2000-2018

Frontiers in Earth Science -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Hata Shuntaro、Sugiyama Shin 8

 １．著者名

10.1017/jog.2021.3

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Thinning leads to calving-style changes at Bowdoin Glacier, Greenland

The Cryosphere 485～500

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
van Dongen Eef C. H.、Jouvet Guillaume、Sugiyama Shin、Podolskiy Evgeny A.、Funk Martin、Benn
Douglas I.、Lindner Fabian、Bauder Andreas、Seguinot Julien、Leinss Silvan、Walter Fabian

15

10.1016/j.epsl.2021.116811

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Flood events caused by discharge from Qaanaaq Glacier, northwestern Greenland

Journal of Glaciology 500～510

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kondo Ken、Sugiyama Shin、Sakakibara Daiki、Fukumoto Shungo 67

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.5331/seppyo.83.2_193

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
グリーンランド北西部カナック村における 氷河流出河川の洪水

雪氷 193～204

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
杉山慎、近藤研 83

 １．著者名

10.5331/seppyo.83.1_13

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
熱水掘削による南極氷床の底面環境探査

雪氷 13～25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
杉山慎、箕輪昌紘、伊藤優人、山根志織 83

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
雪氷写真館141：南極ドームふじ基地での第2期氷床深層コア掘削

雪氷 i-ii

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
本山秀明 83(2)

 １．著者名

10.5331/seppyo.83.1_67

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
AWSの積雪深計が観測する南極氷床表面堆積量の時間変化

雪氷 67～77

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
平沢尚彦、本山秀明、山田恭平、杉浦幸之助、栗田 直幸 83

 １．著者名



2020年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1038/s41467-019-11128-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The penultimate deglaciation: protocol for Paleoclimate Modelling Intercomparison Project
(PMIP) phase 4 transient numerical simulations between 140 and 127 ka, version 1.0

Geoscientific Model Development 3649～3685

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Menviel Laurie、Capron Emilie、Govin Aline、Dutton Andrea、Tarasov Lev、Abe-Ouchi Ayako、
Drysdale Russell N.、Gibbard Philip L.、Gregoire Lauren、He Feng、Ivanovic Ruza F.、Kageyama
Masa、Kawamura Kenji、Landais Amaelle、Otto-Bliesner Bette L.、Oyabu Ikumi、Tzedakis
Polychronis C.、Wolff Eric、Zhang Xu

12

10.1029/2019JD032208

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Reduced marine phytoplankton sulphur emissions in the Southern Ocean during the past seven
glacials

Nature Communications N/A

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
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Sugiyama S., Minowa M., Ito M., Yamane S., Tamura T., Aoki S.
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